
南

方
（
そ

の

他
）
　 

パ
レ
ン
バ
ン
石
油
部
隊
の
追
想
　 

神
奈
川
県
　
小
倉
彰
　 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
は
昔
か
ら
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
救
う
神
は

天
か
ら
来
る
」
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
っ
た
。
そ
の
通
り
に
神

兵
が
空
か
ら
降
り
て
来
た
の
だ
か
ら
彼
等
の
日
本
に
対
す
る
協

力
振
り
は
献
身
的
で
あ
っ
た
。

落
下
傘
部
隊
の
あ
る
隊
員
が
、
あ
ん
な
小
人
数
で
あ
の
急
襲

に
よ
く
も
成
功
し
た
も
の
だ
と
述
懐
し
て
お
ら
れ
た
そ
う
だ

が
、
そ
の
部
隊
は
、
日
本
を
出
る
前
に
日
石
横
浜
製
油
所
で
製

油
所
の
攻
略
演
習
を
し
て
来
た
程
の
部
隊
で
あ
る
か
ら
、
高
い

計
画
性
と
そ
の
精
鋭
さ
は
勿
論
で
あ
る
が
、
現
地
人
の
協
力
も

見
の
が
す
訳
に
は
い
か
な
い
。

わ
が
石
油
部
隊
に
し
て
も
僅
か
の
人
数
で
膨
大
な
地
域
に
拡

が
る
油
田
地
帯
、
ま
た
は
精
巧
か
つ
雄
大
な
製
油
所
の
復
旧
か

ら
生
産
活
動
ま
で
順
調
に
遂
行
出
来
、
所
期
の
目
的
を
達
成
出

来
た
の
も
彼
等
現
地
人
の
協
力
の
賜
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
六
年
八
月
一
日
の
ア
メ
リ
カ
の
対
日
石
油
輸
出
禁
止

に
よ
っ
て
日
本
の
石
油
類
の
需
給
計
画
は
暗
礁
に
乗
り
上
げ
、

軍
需
で
約
二
ヵ
年
、
民
需
約
半
年
の
乏
し
い
貯
油
し
か
持
た
な

い
状
態
に
追
い
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
た
め
、
石
油
資
源
確
保
が
必
要
と
な
り
、
南
方
の
製
油

所
の
占
領
が
開
始
さ
れ
た
。

私
は
、
南
ス
マ
ト
ラ
・
パ
レ
ン
バ
ン
の
石
油
地
帯
の
攻
略
に

参
加
し
た
。

仏
印
サ
イ
ゴ
ン
で
一
ヵ
月
の
攻
撃
準
備
を
し
た
後
、

部
隊
本
部
と
作
井
第
五
中
隊
は
「
タ
コ
マ
丸
」
で
、
二
月
十
日



カ
ム
ラ
ン
湾
を
出
港
し
た
。
海
域
に
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
脱
出
中

撃
沈
さ
れ
た
敵
方
非
戦
闘
員
が
漂
流
し
て
い
た
が
、
そ
ん
な
中

を
南
下
し
た
。

十
四
日
、
バ
ン
カ
ム
島
ム
ン
ト
ク
沖
に
集
結
。
戦
闘
部
隊
は

上
陸
用
舟
艇
に
移
乗
し
、
十
六
日
夕
刻
、
プ
ラ
ン
ジ
ュ
ー
桟
橋

に
上
陸
し
た
。
本
隊
は
そ
の
ま
ま
ム
シ
河
を
溯
江
し
た
。

そ
の
日
、
ム
シ
河
口
に
お
い
て
蘭
軍
の
空
襲
を
二
度
受
け
、

第
三
船
の
「
但
馬
丸
」
は
直
撃
弾
を
受
け
戦
列
を
離
れ
た
が
人

員
に
損
傷
な
く
、
十
七
日
夕
、
プ
ラ
ジ
ュ
ー
製
油
所
に
上
陸
占

領
し
た
。

プ
ラ
ジ
ュ
ー
地
区
で
は
、
リ
マ
ウ
油
田
群
、
ア
バ
ブ
油
田
群
、

ダ
ワ
ス
油
田
群
を
占
領
。
三
月
十
一
日
、
長
駆
パ
レ
ン
バ
ン
北

方
三
〇
〇
キ
ロ
の
ジ
ャ
ン
ピ
ー
油
田
群
を
無
血
占
領
し
、
第
一

次
作
戦
を
成
功
裡
に
完
結
さ
せ
た
。

各
油
田
共
、
動
力
施
設
、
送
油
所
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
等
は
徹
底

的
に
破
壊
さ
れ
、
各
油
井
は
チ
ュ
ー
ビ
ン
グ
、
鉄
片
、
ス
パ
ナ
、

セ
メ
ン
ト
等
が
油
井
内
に
投
入
さ
れ
、
採
油
不
能
の
状
態
で
あ

っ
た
。
な
か
で
も
敵
側
が
破
壊
し
得
な
か
っ
た
タ
ラ
ン
ジ
マ
ル

十
二
号
井
に
は
放
火
さ
れ
、
黒
煙
は
天
に
達
し
、
五
〇
～
六
〇

キ
ロ
遠
く
か
ら
も
そ
の
煙
を
望
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
作
井

第
五
中
隊
の
立
川
隊
が
八
〇
余
日
に
渉
り
火
炎
と
苦
闘
し
、
五

月
上
旬
よ
う
や
く
完
全
消
化
に
成
功
し
た
。

か
く
て
四
月
上
旬
に
至
り
製
油
所
の
復
旧
が
な
り
、
運
転
要

員
と
し
て
内
地
の
陸
軍
燃
料
■
か
ら
十
川
少
佐
、
京
都
中
尉
、

地
福
中
尉
等
と
、
日
石
横
浜
製
油
所
よ
り
、
笠
原
所
長
、
小
倉
、

今
津
、
小
出
、
塚
原
氏
な
ど
が
陸
続
と
着
任
、
四
月
二
十
日
に

は
プ
ラ
ジ
ュ
ー
製
油
所
（
以
下
第
一
製
油
所
と
い
う
）
の
ト
ッ

ピ
ン
グ
の
火
入
式
を
行
い
待
望
の
航
空
揮
発
性
（
オ
ク
タ
ン
価

八
七
）
の
製
造
に
成
功
し
た
。

各
油
田
の
方
も
復
日
作
業
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
、
第
一

鉱
業
所
か
ら
は
五
月
二
日
、
プ
ラ
ジ
ュ
ー
に
向
け
て
送
油
を
開

始
し
た
。
こ
こ
タ
ラ
ン
ジ
マ
ル
原
油
は
、
凝
固
点
三
五
度
以
上

で
あ
る
た
め
常
夏
の
国
で
も
取
扱
は
容
易
で
な
く
、
九
〇
キ
ロ

に
及
ぶ
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
途
中
に
四
ヵ
所
の
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ

ラ
ン
ト
を
設
け
、

五
〇
度
以
上
に
熱
し
て
ポ
ン
プ
輸
送
を
し
た
。

以
上
の
ご
と
く
、
永
幡
部
隊
（
第
三
野
戦
兵
器
■
・
採
油
隊
）

は
徴
用
作
業
員
は
勿
論
、
現
地
労
務
者
に
至
る
ま
で
火
の
玉
と

な
っ
て
復
旧
作
業
に
任
じ
た
。
五
月
十
日
、
南
方
燃
料
■
が
編



成
さ
れ
、
業
務
は
永
幡
部
隊
か
ら
南
ス
マ
ト
ラ
支
■
に
引
き
継

が
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
石
油
資
源
の
確
保
を
主
目
的
と
す
る
南

方
油
田
占
領
作
戦
は
予
期
以
上
の
成
果
を
お
さ
め
た
。
そ
の
占

領
地
域
の
石
油
資
源
の
分
布
は
北
ボ
ル
ネ
オ
、
南
・
北
ス
マ
ト

ラ
、
ジ
ャ
ワ
に
わ
た
り
、
西
は
作
戦
行
動
実
施
中
の
ビ
ル
マ
を

含
ん
で
い
る
。

所
管
の
軍
も
、
ス
マ
ト
ラ
の
第
二
十
五
軍
、
ジ
ャ
ワ
の
第
十

六
軍
、
ビ
ル
マ
の
第
十
五
軍
と
な
っ
て
い
た
。

南
ス
マ
ト
ラ
お
よ
び
ジ
ャ
ワ
の
石
油
資
源
は
第
十
六
軍
の
権

限
内
に
入
る
と
い
う
こ
と
で
、
第
十
六
軍
参
謀
部
に
は
帝
国
石

油
・
内
田
、
北
野
、
商
工
省
・
吉
田
、
松
下
、
東
亜
燃
料
鉱
業

・
南
部
、
日
本
石
油
の
林
、
若
木
、
三
菱
石
油
の
玉
置
、
塚
原

氏
等
が
嘱
託
と
し
て
配
属
さ
れ
、
そ
の
内
パ
レ
ン
バ
ン
製
油
所

に
は
北
野
、
林
、
玉
置
氏
。
パ
レ
ン
バ
ン
市
の
政
務
関
係
と
し

て
三
菱
商
事
の
宮
地
氏
等
が
台
湾
高
雄
か
ら
分
遣
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
陸
軍
占
領
地
域
の
石
油
行
政
の
統
轄
方
式
は
、
占

領
直
後
に
現
地
出
張
を
し
た
当
時
の
陸
軍
省
燃
料
課
長
中
村
儀

十
郎
大
佐
の
構
想
と
、
総
軍
参
謀
部
と
の
意
見
一
致
に
よ
り
南

方
燃
料
■
が
誕
生
を
見
る
に
至
っ
た
の
だ
と
い
う
。

そ
し
て
初
代
の
南
方
燃
料
■
長
に
当
時
陸
軍
省
の
整
備
局
長

で
あ
っ
た
山
田
清
一
少
将
が
任
ぜ
ら
れ
た
。

山
田
整
備
局
長
は
物
的
戦
力
の
総
元
締
た
る
立
場
か
ら
、
日

米
開
戦
を
決
定
す
る
最
後
の
省
内
の
局
長
会
議
で
、
東
条
陸
相

に
対
し
、
開
戦
反
対
意
見
を
敢
然
と
し
て
主
張
し
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
経
過
で
、
五
月
十
日
南
方
燃
料
■
は
、
南
方

総
軍
直
轄
部
隊
と
し
て
、
昭
南
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
に
設
置
さ

れ
た
。

戦
争
の
激
化
と
と
も
に
、
敵
潜
水
艦
お
よ
び
航
空
機
に
よ
る

タ
ン
カ
ー
の
損
害
が
目
立
っ
て
増
加
し
て
き
た
。

各
鉱
業
所
製
油
所
は
生
産
よ
り
も
、
タ
ン
ク
お
よ
び
重
要
施

設
（
動
力
な
ど
）
の
防
護
壁
構
築
の
た
め
、
セ
メ
ン
ト
、
■
瓦

な
ど
資
材
と
労
務
者
、
輸
送
力
（
ト
ラ
ッ
ク
、
船
舶
な
ど
）
等

が
必
要
に
な
っ
て
来
た
。

か
か
る
状
況
下
で
、
南
ス
マ
ト
ラ
地
区
で
は
重
要
施
設
の
防

護
工
事
と
、
ム
シ
河
口
の
敵
機
に
よ
る
魚
雷
封
鎖
に
対
し
非
常

搬
出
施
設
と
し
て
、
バ
ニ
ュ
ア
シ
ン
の
非
常
積
出
施
設
建
造
の



難
工
事
が
内
田
作
業
隊
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
。

ま
た
ボ
ル
ネ
オ
に
新
製
油
所
建
設
の
計
画
が
立
案
さ
れ
た

が
、
船
舶
輸
送
は
極
度
に
悪
化
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
建
設

資
材
を
輸
送
す
る
に
も
桟
帆
船
に
よ
る
ほ
か
は
な
く
、
戦
局
の

進
展
に
間
に
合
う
ス
ピ
ー
ド
で
大
製
油
所
を
建
設
す
る
こ
と
は

誰
の
目
に
も
不
可
能
な
も
の
と
見
ら
れ
て
い
た
。
安
全
と
思
わ

れ
て
い
た
同
地
区
は
ビ
ル
マ
に
次
ぎ
最
初
に
敵
地
上
部
隊
の
攻

撃
を
受
け
る
に
至
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
下
、
パ
レ
ン
バ
ン
は
初
空
襲
に
見
舞
わ
れ

た
。
即
ち
昭
和
十
九
年
八
月
十
一
日
払
暁
、
パ
レ
ン
バ
ン
製
油

所
は
敵
の
初
空
襲
を
受
け
た
。
午
前
三
時
か
ら
七
時
ま
で
約
四

回
に
わ
た
り
、
Ｂ24

延
二
〇
機
が
、
高
度
二
、
〇
〇
〇
～
三
、

〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
来
襲
、
爆
弾
約
四
〇
発
、
焼
夷
■
約
一
〇

〇
発
を
投
下
し
た
。
第
一
製
油
所
Ｋ
二
〇
番
タ
ン
ク
が
発
火

炎
上
し
た
が
翌
十
二
日
に
は
消
火
し
、
被
害
は
軽
少
で
あ
っ

た
。し

か
し
、
第
二
、
第
三
次
の
空
襲
に
よ
り
次
の
ご
と
き
被
害

が
出
て
し
ま
っ
た
。

二
十
年
一
月
二
十
四
日
十
時
十
分
、
敵
艦
載
機
約
一
〇
〇
機

（
英
極
東
艦
隊
所
属
）
が
来
襲
、
第
一
製
油
所
に
爆
弾
一
〇
〇

発
を
投
下
し
た
。
約
十
個
所
か
ら
同
時
に
発
火
し
、
製
油
所
は

火
の
海
と
化
し
た
。
発
電
所
、
分
解
お
よ
び
改
質
装
置
、
原
油

蒸
留
装
置
が
大
破
し
た
。
死
傷
者
は
日
本
人
、
現
地
人
合
わ
せ

て
一
〇
〇
名
に
達
し
た
が
、
笠
原
隊
長
の
適
切
な
る
消
火
指
揮

で
、
翌
二
十
五
日
九
時
四
五
分
完
全
鎮
火
し
た
。

同
月
二
十
九
日
十
時
三
十
分
、
敵
艦
載
機
約
一
二
〇
機
が
第

二
製
油
所
に
来
襲
、
投
弾
約
一
〇
〇
発
、
各
製
油
施
設
、
タ
ン

ク
は
火
に
包
ま
れ
、
そ
の
ホ
テ
リ
で
五
〇
メ
ー
ト
ル
以
内
に
は

楯
な
し
に
は
近
接
で
き
ぬ
状
況
に
な
っ
た
。
し
か
し
鋭
意
消
火

に
努
め
た
結
果
、
二
〇
八
番
タ
ン
ク
一
基
を
残
し
て
日
没
ま
で

に
鎮
火
さ
せ
た
。
製
油
施
設
の
被
害
は
甚
大
で
あ
り
、
日
本
人
、

現
地
人
併
せ
て
約
二
〇
〇
名
の
死
傷
者
を
出
し
た
。
五
〇
〇
キ

ロ
爆
弾
の
直
撃
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
三
〇
セ
ン
チ
の
防
護

壁
は
根
本
か
ら
フ
ッ
飛
ん
で
し
ま
っ
た
。

二
〇
八
番
タ
ン
ク
の
火
勢
は
な
か
な
か
衰
え
ず
、
翌
々
三
十

一
日
二
十
二
時
十
分
、
発
火
後
六
〇
時
間
を
経
て
鎮
火
さ
せ
た
。

第
一
製
油
所
も
、
第
二
製
油
所
も
、
火
の
海
に
覆
わ
れ
全
滅

か
と
思
わ
れ
た
が
、
被
害
調
査
の
結
果
、
約
一
ヵ
月
で
応
急
復



旧
が
可
能
、
製
油
能
力
も
五
〇
％
回
復
で
き
る
見
込
み
を
立
て

る
こ
と
が
で
き
た
。

三
月
三
十
一
日
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
石
油
中
継
基
地
、
ブ
ク

ム
、
サ
ン
ブ
ー
貯
油
所
が
徹
底
的
な
爆
撃
を
受
け
、
完
全
に
機

能
を
停
止
。
南
方
地
域
は
完
全
に
敵
機
の
制
空
圏
内
に
入
り
、

石
油
の
補
給
は
小
型
船
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
蟻
輸
送
に
よ
ら
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
た
。

パ
レ
ン
バ
ン
製
油
所
が
、
三
回
の
本
格
的
空
襲
を
受
け
な
が

ら
、
不
屈
の
大
和
魂
で
ダ
ル
マ
の
よ
う
に
七
転
び
八
起
き
し
、

処
理
能
力
の
五
〇
％
を
保
持
し
得
た
こ
と
の
要
因
は
、

一
、
施
設
に
対
す
る
防
衛
工
事
が
完
壁
に
近
く
実
施
さ
れ
て

い
た
こ
と

二
、
敵
弾
下
で
製
油
施
設
の
緊
急
運
転
制
御
が
適
確
に
行
わ

れ
た
こ
と

三
、
消
火
活
動
が
敏
速
機
敏
且
つ
適
切
に
行
わ
れ
た
結
果
で

あ
ろ
う
。

パ
レ
ン
バ
ン
の
石
油
人
た
ち
が
生
命
を
か
け
て
復
旧
し
守
り

つ
づ
け
た
設
備
も
、
敵
の
制
空
下
に
搬
出
路
を
ズ
タ
ズ
タ
に
切

ら
れ
活
用
す
る
す
べ
も
な
く
な
り
、
敵
の
空
襲
に
備
え
て
最
後

ま
で
燃
料
の
補
給
を
維
持
す
る
た
め
に
ジ
ャ
ン
グ
ル
内
に
簡
易

製
油
所
を
建
設
し
た
。
こ
れ
を
戦
陣
製
油
所
と
称
し
た
。

こ
の
よ
う
な
戦
況
の
悪
化
の
中
、
終
戦
を
迎
え
た
の
だ
が
、

南
ス
マ
ト
ラ
燃
料
工
■
の
復
員
名
簿
に
よ
れ
ば
、
終
戦
時
の
人

員
は
、
将
校
三
一
九
名
、
准
士
官
・
下
士
官
二
三
九
名
、
兵
三

八
六
名
、
軍
属
一
五
八
七
名
、
合
計
二
五
三
一
名
で
あ
る
。

終
戦
後
の
石
油
部
隊

そ
れ
に
し
て
も
思
い
出
す
の
は
復
旧
完
了
後
、
私
の
撮
っ
た

比
較
写
真
、
即
ち
復
旧
の
前
後
の
写
真
を
同
じ
場
所
か
ら
撮
っ

て
比
較
し
た
十
数
枚
の
写
真
が
献
上
写
真
に
な
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
あ
の
写
真
が
今
残
っ
て
お
れ
ば
良
い
記
念
に
な
っ
た
で
あ

ろ
う
。

敗
戦
後
の
現
地
従
業
員
の
我
々
に
対
す
る
協
力
ぶ
り
は
特
記

す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
あ
の
膨
大
な
書
類
を
必
要
と
し
た
敵
産

返
還
即
ち
終
戦
処
理
が
無
事
に
遂
行
出
来
た
の
も
彼
等
の
協
力

の
お
か
げ
で
あ
っ
た
。
誰
も
あ
ま
り
気
付
い
て
い
な
い
よ
う
だ

が
、
も
し
あ
の
時
、
製
油
所
の
発
電
所
が
停
止
し
て
し
ま
っ
た

と
し
た
な
ら
ば
、
電
気
、
水
道
が
全
て
止
ま
っ
て
し
ま
う
の
で

大
変
な
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
戦
中
戦



後
を
通
じ
製
油
所
従
業
員
の
好
意
的
協
力
は
変
ら
な
か
っ
た
。

日
本
軍
の
進
駐
と
同
時
に
「
ジ
ャ
ワ
に
逃
亡
し
て
い
た
製
油

所
技
術
者
を
送
還
し
来
り
、

製
油
所
の
復
旧
に
協
力
せ
し
め
よ
」

と
の
命
令
が
あ
っ
た
が
、
私
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
協
力
が
あ
る

限
り
敵
性
人
を
使
う
こ
と
は
か
え
っ
て
何
か
と
ト
ラ
ブ
ル
の
も

と
に
な
る
の
で
お
断
り
し
て
、
社
宅
の
片
隅
に
収
容
し
て
翻
訳

業
務
に
の
み
使
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
後
に
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
サ
バ
ン

島
の
ブ
ラ
ッ
ク
キ
ャ
ン
プ
で
聞
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
終
戦

直
後
は
日
本
人
が
捕
虜
を
殴
っ
た
と
い
う
だ
け
で
死
刑
に
な
っ

た
そ
う
で
あ
る
。
血
の
気
の
多
い
若
者
の
多
か
っ
た
こ
と
と
て

無
事
に
は
済
ま
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

占
領
軍
の
進
駐
は
ス
ロ
ー
ペ
ー
ス
で
運
ば
れ
た
。
む
し
ろ
日

本
側
に
多
少
あ
せ
り
の
色
が
見
え
た
。
パ
ガ
ラ
ラ
ム
ま
た
は
ワ

イ
リ
マ
地
区
へ
の
自
活
の
た
め
移
動
な
ど
あ
わ
た
だ
し
か
っ
た

が
、

こ
れ
で
多
少
心
の
ゆ
と
り
が
出
来
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
た
。

占
領
軍
の
進
駐
は
、
先
ず
最
初
が
調
査
団
と
し
て
将
校
団
が

来
た
が
、
矢
継
早
に
い
ろ
い
ろ
な
調
査
の
た
め
の
命
令
が
出
さ

れ
た
。
続
い
て
十
月
に
な
る
と
オ
ラ
ン
ダ
の
製
油
所
の
技
術
調

査
団
約
百
名
が
来
た
。
こ
の
調
査
団
を
見
て
、
捕
虜
と
し
て
彼

等
を
製
油
所
内
部
で
使
わ
な
く
て
よ
か
っ
た
と
つ
く
づ
く
思
っ

た
こ
と
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
一
年
三
月
に
な
る
と
、
英
海
軍
の
特
務
艦
三
隻
か

ら
な
る
約
一
五
〇
名
の
海
兵
隊
が
進
駐
し
て
来
た
が
、
そ
の
当

時
は
す
で
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
独
立
運
動
が
激
し
く
な
る
一
方

で
、
警
備
は
依
然
と
し
て
日
本
軍
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
た
。

続
い
て
八
月
に
は
本
格
的
英
国
陸
軍
部
隊
が
進
駐
し
来
て
、

こ
こ
に
初
め
て
警
備
の
交
代
が
行
わ
れ
た
が
、
製
油
所
内
の
保

守
は
日
本
側
の
責
任
で
あ
っ
た
。

進
駐
し
て
来
た
英
国
陸
軍
部
隊
は
英
国
自
慢
の
精
鋭
部
隊

で
、
先
に
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
に
勝
ち
抜
い
て
来
た
イ
ン
ド
兵
を

交
え
た
混
成
部
隊
で
あ
っ
た
。
我
々
に
直
接
接
触
し
た
の
は
英

国
兵
で
あ
っ
た
。
こ
の
兵
達
は
軍
規
も
厳
し
く
一
兵
に
い
た
る

ま
で
戦
勝
国
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
物
静
か
で
礼
儀
も
正
し
か
っ

た
。
私
の
宿
舎
が
彼
等
の
宿
舎
と
隣
り
合
っ
て
い
た
の
で
よ
く

紅
茶
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
も
っ
て
遊
び
に
来
た
が
、
決
し
て
室

内
に
は
入
っ
て
来
ず
、
む
し
ろ
友
好
的
で
さ
え
あ
っ
た
。

あ
る
時
、
一
人
の
兵
が
他
の
兵
に
こ
の
男
は
日
本
軍
に
射
た



れ
て
負
傷
し
た
ん
だ
と
い
っ
た
の
に
対
し
、
そ
の
兵
の
言
う
の

に
は
「
弾
に
当
っ
て
負
傷
し
た
が
、
誰
が
射
っ
た
か
見
え
な
か

っ
た
」
と
笑
っ
て
い
た
程
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
引
き
か
え
オ
ラ
ン
ダ
兵
の
質
は
最
低
で
あ
っ
た
。
こ

の
オ
ラ
ン
ダ
兵
の
警
備
下
に
お
か
れ
た
日
数
の
少
な
か
っ
た
こ

と
は
幸
で
あ
っ
た
。

日
本
人
の
引
き
揚
げ
も
一
段
落
し
、
ま
た
製
油
所
の
引
き
継

ぎ
も
無
事
完
了
し
た
の
は
十
月
の
末
で
あ
っ
た
。
残
存
の
少
数

の
日
本
人
も
帰
還
を
待
つ
の
み
と
な
り
、
全
員
が
バ
グ
ス
ク
ニ

ン
地
区
へ
移
動
し
た
。

移
動
し
て
数
日
後
の
十
一
月
一
日
に
連
合
軍
か
ら
の
命
令
で

一
製
か
ら
私
、
今
津
、
小
出
、
小
野
口
、
お
よ
び
二
製
か
ら
青

木
、
伊
集
院
、
石
郷
岡
の
計
七
名
が
プ
ラ
ジ
ュ
ー
の
ブ
ラ
ッ
ク

キ
ャ
ン
プ
に
収
容
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

十
一
月
六
日
に
「
杉
丸
」
と
い
う
五
〇
〇
ト
ン
位
の
小
船
に

乗
船
、
サ
バ
ン
島
の
ブ
ラ
ッ
ク
キ
ャ
ン
プ
に
送
ら
れ
た
の
で
あ

る
が
、
我
々
が
「
杉
丸
」
に
乗
船
す
る
時
、
遥
か
遠
く
バ
グ
ス

ク
ニ
ン
の
桟
橋
か
ら
製
油
所
の
残
留
部
隊
が
ハ
シ
ケ
に
乗
り
移

る
の
が
望
見
さ
れ
た
。
そ
れ
と
判
っ
た
時
に
は
も
う
こ
れ
で
パ

レ
ン
バ
ン
に
は
思
い
残
す
こ
と
は
な
く
な
っ
た
と
安
■
の
思
い

で
あ
っ
た
。

十
一
月
下
旬
に
サ
バ
ン
島
に
上
陸
、
直
ち
に
ブ
ラ
ッ
ク
キ
ャ

ン
プ
に
入
っ
た
。
こ
の
キ
ャ
ン
プ
に
は
ジ
ャ
ワ
、
ス
マ
ト
ラ
、

ボ
ル
ネ
オ
等
か
ら
送
ら
れ
て
来
た
戦
犯
容
疑
者
で
我
々
を
入
れ

て
約
七
〇
〇
名
が
い
た
。
食
料
も
僅
少
で
重
労
働
に
か
り
出
さ

れ
辛
い
毎
日
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
連
中
の
中
か
ら
後
日
多
数
の

刑
死
者
が
出
た
と
聞
く
。
自
ら
が
犯
し
た
罪
に
あ
ら
ず
、
た
だ

悪
い
め
ぐ
り
合
わ
せ
と
心
か
ら
冥
福
を
祈
っ
て
止
ま
な
い
。

サ
バ
ン
島
ブ
ラ
ッ
ク
キ
ャ
ン
プ

今
日
に
な
っ
て
考
え
て
見
る
と
別
に
大
し
て
苦
し
か
っ
た
と

も
思
わ
れ
な
い
が
、
当
時
は
戦
犯
容
疑
者
と
い
う
肩
書
が
あ
っ

た
だ
け
に
何
か
締
め
つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
圧
迫
感
の
毎
日
で
あ

っ
た
。

サ
バ
ン
島
は
、
ス
マ
ト
ラ
島
の
北
端
に
あ
る
小
さ
な
島
で
、

戦
犯
容
疑
者
の
収
容
所
の
あ
っ
た
島
で
あ
る
。

私
は
、

こ
の
島
に
容
疑
者
と
し
て
四
ヵ
月
の
日
時
を
過
ご
し
、

得
難
い
経
験
を
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
強
烈
な
印
象
が
残
っ
て

い
る
。



ま
ず
こ
の
島
の
大
略
を
説
明
す
る
と
、
こ
の
島
の
大
き
さ
は

縦
約
六
〇
キ
ロ
、
横
四
〇
キ
ロ
く
ら
い
の
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う

か
。
こ
の
島
は
山
が
多
く
、
ま
た
全
島
ヤ
シ
林
と
い
え
る
ほ
ど

多
く
の
ヤ
シ
の
木
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
。

戦
争
中
は
、
日
本
海
軍
の
基
地
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。
港

は
深
く
袋
状
で
自
然
の
良
港
を
な
し
て
お
り
、
町
に
は
大
き
な

鉄
工
所
も
あ
っ
た
。
ま
た
山
上
の
盆
地
に
は
、
飛
行
場
も
あ
り

全
島
が
要
塞
化
さ
れ
て
い
た
た
め
、
山
の
要
所
に
は
砲
台
が
あ

り
、
ま
た
高
射
砲
陣
地
も
あ
っ
た
。
弾
薬
庫
も
あ
り
、
数
十
ヵ

所
に
爆
弾
や
魚
雷
の
隠
匿
貯
蔵
所
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
処
分

が
、
我
々
の
四
ヵ
月
間
の
主
要
な
仕
事
に
な
っ
た
。

こ
の
島
は
、
こ
の
よ
う
に
重
要
な
役
割
を
持
ち
な
が
ら
、
敵

の
攻
撃
は
そ
ん
な
に
受
け
て
い
な
か
っ
た
。
わ
ず
か
に
港
内
の

小
さ
な
油
タ
ン
ク
を
焼
い
た
程
度
だ
っ
た
。

土
地
の
住
民
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
と
支
那
人
で
、
海
軍
の
宣

撫
工
作
が
良
か
っ
た
せ
い
か
、
日
本
人
に
対
す
る
感
情
は
よ
く
、

我
々
に
対
し
て
は
む
し
ろ
同
情
的
で
あ
っ
た
の
で
、
短
か
っ
た

と
は
い
え
、
我
々
の
キ
ャ
ン
プ
生
活
の
支
え
で
あ
り
、
ま
た
な

ぐ
さ
め
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
対
し
て
は
今
で
も
感
謝
し

て
い
る
。

そ
も
そ
も
我
々
は
、
何
の
た
め
に
ブ
ラ
ッ
ク
キ
ャ
ン
プ
に
入

れ
ら
れ
た
の
か
、
そ
の
理
由
も
知
ら
さ
れ
ず
進
駐
軍
の
命
令
の

ま
ま
プ
ラ
ジ
ュ
ー
の
ブ
ラ
ッ
ク
キ
ャ
ン
プ
（
そ
れ
も
自
分
等
が

作
っ
た
も
の
）
に
入
れ
ら
れ
、
行
先
も
知
ら
さ
れ
な
い
ま
ま
「
杉

丸
」
と
い
う
船
に
乗
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

前
に
も
述
べ
た
「
杉
丸
」
は
五
〇
〇
ト
ン
ば
か
り
の
貨
物
船

で
、
ジ
ャ
ワ
か
ら
の
帰
還
者
を
乗
せ
て
い
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

で
こ
れ
ら
の
人
々
を
降
ろ
し
、
同
時
に
病
気
で
あ
っ
た
今
津
氏

は
病
院
に
入
る
た
め
下
船
し
た
。

し
た
が
っ
て
後
に
残
っ
た
の
は
、
三
菱
石
油
の
青
木
、
伊
集

院
お
よ
び
新
潟
鉄
工
の
石
郷
岡
、
そ
れ
に
日
石
か
ら
小
出
、
小

野
口
、
小
倉
の
計
六
名
と
パ
レ
ン
バ
ン
か
ら
同
時
に
乗
船
し
た

容
疑
者
で
、
計
三
〇
名
と
な
っ
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
立
つ
時
に
、
う
す
う
す
サ
バ
ン
島
ら
し
い

と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。

途
中
メ
ダ
ン
に
寄
港
し
た
だ
け
で
、

サ
バ
ン
島
へ
直
行
し
た
。
十
一
月
十
九
日
に
入
港
し
た
が
、
一

夜
を
船
で
過
ご
し
翌
朝
上
陸
し
た
。
荷
物
は
ト
ラ
ッ
ク
で
キ
ャ

ン
プ
ま
で
運
ば
れ
た
が
、
我
々
は
歩
い
て
キ
ャ
ン
プ
に
向
か
っ



た
。
ど
の
く
ら
い
時
間
が
か
か
っ
た
か
確
か
で
は
な
い
が
約
一

時
間
は
か
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

こ
の
ブ
ラ
ッ
ク
キ
ャ
ン
プ
は
、
海
岸
近
く
に
建
て
ら
れ
て
い

た
。
海
岸
と
そ
の
周
辺
一
帯
は
、
珊
瑚
礁
で
白
い
珊
瑚
砂
で
目

が
ま
ば
ゆ
い
く
ら
い
で
あ
っ
た
。
こ
の
海
岸
に
続
く
平
地
に
囲

い
が
出
来
て
い
て
そ
の
中
に
三
棟
の
建
物
が
あ
っ
た
。
囲
い
は

厳
重
な
有
刺
鉄
線
の
柵
で
二
重
に
で
き
て
い
た
。
出
入
口
の
一

ヵ
所
に
衛
兵
所
が
あ
り
、
重
機
関
銃
が
キ
ャ
ン
プ
の
方
向
に
向

け
て
す
え
付
け
ら
れ
て
い
た
。
周
辺
の
小
高
い
丘
の
上
に
は
銃

を
も
っ
た
見
張
り
の
衛
兵
が
四
六
時
中
が
ん
ば
っ
て
い
た
。
こ

の
建
物
の
一
つ
は
炊
事
場
と
水
浴
場
と
便
所
に
な
っ
て
い
て
、

他
の
二
棟
の
内
一
棟
は
将
校
、
高
等
官
の
住
居
用
で
あ
り
、
他

の
一
棟
は
下
士
官
、
兵
と
な
っ
て
い
た
。

将
校
、
高
等
官
用
の
居
住
区
域
は
、
割
合
に
ゆ
っ
た
り
取
っ

て
あ
っ
た
が
、
下
士
官
、
兵
の
方
は
三
段
の
蚕
■
に
な
っ
て
い

て
ず
い
ぶ
ん
窮
屈
に
出
来
て
い
た
。

仕
事
は
強
制
労
働
で
あ
り
、
朝
八
時
に
ト
ラ
ッ
ク
に
積
ま
れ

て
出
て
行
き
、
帰
り
は
四
時
に
仕
事
を
し
ま
っ
て
ト
ラ
ッ
ク
で

帰
っ
た
。
キ
ャ
ン
プ
に
帰
る
と
水
で
体
を
洗
う
が
、
一
人
当
り

手
桶
に
二
杯
ず
つ
し
か
く
れ
な
い
の
で
、
よ
ほ
ど
要
領
よ
く
や

ら
な
い
と
足
り
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

こ
の
水
浴
が
終
わ
る
と
食
事
で
あ
る
が
、
三
度
が
三
度
皆
同

じ
ド
ロ
ン
コ
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
米
少
々
、
コ
ン
ビ
ー
フ
大

缶
一
缶
（
六
〇
人
分
）

、
イ
ワ
シ
缶
小
缶（
八
人
分
）

、
こ
れ

に
野
生
の
カ
ン
コ
ン
。
日
本
軍
の
残
し
て
い
っ
た
乾
燥
野
菜
、
乾

燥
イ
モ
、
大
豆
、
調
味
料
と
し
て
は
塩
と
粉
ミ
ソ
が
加
え
ら
れ

て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
雑
炊
で
あ
る
が
こ
れ
は
と
う
て
い
食
べ
ら

れ
た
も
の
で
は
な
い
の
で
、
こ
れ
に
タ
ピ
オ
カ
の
粉
を
入
れ
て

ド
ロ
ッ
と
な
る
く
ら
い
に
す
る
。
こ
れ
を
呼
ん
で
ド
ロ
ン
コ
と

称
し
た
。
こ
れ
が
不
変
の
三
度
の
食
事
で
あ
っ
た
。

総
員
約
七
〇
〇
名
で
内
朝
鮮
人
が
一
〇
〇
名
位
い
た
が
、
日

本
人
と
朝
鮮
人
と
は
こ
ん
な
環
境
の
中
で
あ
っ
た
の
で
お
互
い

に
喧
嘩
も
し
な
か
っ
た
が
、
そ
の
立
場
が
違
っ
て
い
た
だ
け
に

日
本
人
を
見
下
ろ
し
た
よ
う
な
感
じ
を
受
け
た
。
そ
の
間
の
事

情
を
察
し
オ
ラ
ン
ダ
軍
に
お
い
て
も
、
居
住
区
は
別
に
し
、
同

じ
仕
事
を
一
緒
に
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

労
働
は
将
校
、
高
等
官
と
下
士
官
以
下
と
は
別
で
あ
っ
た
の

で
一
緒
に
仕
事
を
す
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。



食
事
は
前
述
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
栄
養
の
不
足
は
当
然
で

あ
っ
た
が
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も
ヤ
シ
の
木
が
あ
っ
た
の
で
そ
の

実
を
食
べ
て
栄
養
の
補
給
が
出
来
た
こ
と
や
、
割
合
に
短
期
間

で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
栄
養
失
調
に
も
な
ら
ず
に
す
ん
だ
の

は
幸
い
で
あ
っ
た
。

タ
バ
コ
の
配
給
は
、
小
さ
な
葉
巻
タ
バ
コ
が
時
々
あ
っ
た
の

で
充
分
と
は
い
え
な
い
が
モ
ク
拾
い
だ
け
は
や
ら
ず
に
す
ん

だ
。
し
か
も
、
住
民
感
情
が
良
く
、
住
民
の
厚
意
に
よ
り
労
働

に
出
た
折
に
多
少
の
余
徳
の
あ
っ
た
こ
と
も
確
か
で
あ
っ
た
。

こ
こ
に
い
た
四
ヵ
月
間
の
仕
事
は
、
主
と
し
て
将
校
、
高
等

官
は
六
〇
キ
ロ
爆
弾
、
魚
雷
、
お
よ
び
砲
弾
を
山
か
ら
運
び
下

し
、
伝
馬
船
に
移
し
て
海
上
に
捨
て
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の

仕
事
は
皆
の
羨
望
の
的
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
炊
事
掛
の
現
地
人

の
計
ら
い
で
日
本
人
の
手
伝
い
に
も
軍
人
と
同
じ
食
事
が
支
給

さ
れ
る
か
ら
で
あ
っ
た
。

四
ヵ
月
間
の
内
で
一
番
気
味
の
悪
か
っ
た
の
は
「
面
通
し
」

で
あ
っ
た
。
あ
る
容
疑
者
を
探
す
た
め
に
行
う
も
の
で
、
全
員

を
一
列
に
並
べ
て
そ
の
前
を
通
っ
て
顔
を
見
な
が
ら
犯
人
を
さ

が
す
こ
と
で
、
自
分
で
は
や
ま
し
い
こ
と
は
な
い
と
は
思
い
な

が
ら
も
前
を
通
過
す
る
ま
で
の
時
間
の
長
い
こ
と
と
い
っ
た
ら

な
い
。
誠
に
い
や
な
も
の
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
無
事
に
日
が
た
ち
、
三
月
三
日
に
こ
の
キ
ャ
ン
プ
の

解
散
命
令
が
司
令
部
か
ら
出
た
。
不
幸
な
こ
と
に
は
帰
国
出
来

る
の
は
全
員
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
内
の
約
一
〇
〇
名
は
そ
の

容
疑
が
晴
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
メ
ダ
ン
の
監
獄
へ
移

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

三
月
三
十
一
日
に
待
望
の
帰
還
船
に
乗
船
し
、
途
中
メ
ダ
ン

に
寄
港
し
、
気
の
毒
な
約
一
〇
〇
名
の
者
が
下
船
さ
せ
ら
れ
た

が
気
の
毒
で
見
て
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

な
お
パ
レ
ン
バ
ン
に
も
寄
港
し
、
残
留
し
て
い
た
部
隊
長
以

下
の
将
校
が
乗
船
し
て
き
た
。
船
上
か
ら
な
つ
か
し
の
プ
ラ
ン

ジ
ュ
ー
製
油
所
が
見
え
、
第
二
ト
ッ
パ
ー
に
火
の
入
っ
て
い
る

の
が
見
え
た
。

一
路
、
タ
ン
ジ
ョ
ン
プ
リ
オ
ク
に
向
い
入
港
し
た
の
は
四
月

十
日
で
あ
っ
た
。
タ
ン
ジ
ョ
ン
プ
リ
オ
ク
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
郊

外
に
あ
り
、
ジ
ャ
ワ
全
島
の
帰
還
者
の
た
め
の
ト
ラ
ン
シ
ッ
ト

・
キ
ャ
ン
プ
が
あ
っ
た
。

こ
の
キ
ャ
ン
プ
は
大
き
な
施
設
で
、
最
盛
期
に
は
数
万
人
を



収
容
し
た
と
い
わ
れ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
我
々
が
最
後
と
の

こ
と
で
、
合
計
二
〇
〇
〇
名
し
か
集
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。
な

か
な
か
帰
還
船
が
来
ず
、

そ
の
間
多
少
の
軽
労
働
は
あ
っ
た
が
、

そ
れ
程
つ
ら
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

よ
う
や
く
に
し
て
「
熊
野
丸
」
に
乗
っ
た
の
は
五
月
六
日
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
能
野
丸
」
は
仮
装
航
空
母
艦
で
飛
行

甲
板
が
あ
っ
た
。
帰
還
船
に
改
造
さ
れ
、
そ
の
収
容
能
力
は
四

〇
〇
〇
名
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
全
員
で
二
〇
〇
〇

名
し
か
乗
船
し
な
か
っ
た
の
で
、
船
内
生
活
は
楽
で
あ
っ
た
。

何
よ
り
お
い
し
か
っ
た
の
は
日
本
の
白
米
で
、
五
年
振
り
の

こ
の
味
は
日
本
を
思
い
出
す
の
に
充
分
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も

ま
し
て
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
、
監
視
の
い
な
い
自
由
が
得
ら

れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
船
は
途
中
バ
リ
ッ
ク
パ
パ
ン
沖
に
一
時
停
船
し
、
数
名

を
収
容
し
て
一
路
日
本
に
向
い
、
五
月
十
六
日
に
佐
世
保
に
入

港
し
直
ち
に
上
陸
し
た
が
、
そ
の
際
頭
か
ら
い
や
と
い
う
ほ
ど

Ｄ
Ｄ
Ｔ
を
ぶ
っ
か
け
ら
れ
て
宿
舎
に
入
っ
た
。

宿
舎
に
か
け
て
あ
っ
た
戦
災
被
害
区
域
地
図
を
見
る
と
東
京

の
ほ
と
ん
ど
が
焼
け
て
お
り
、
帰
る
に
家
な
き
有
様
に
見
受
け

ら
れ
た
の
で
、
焼
け
跡
や
ら
会
社
や
ら
知
る
限
り
の
所
へ
み
ん

な
電
報
を
打
ち
、
無
事
帰
還
を
知
ら
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
今

こ
う
し
て
元
気
に
し
て
お
ら
れ
る
の
も
不
思
議
の
よ
う
な
気
が

し
て
な
ら
な
い
。

玉
砕
の
島
テ
ニ
ア
ン
戦
記
　 

京
都
府
　
渡
辺
達
雄
　 

私
は
私
だ
け
が
知
っ
て
い
る
私
の
体
験
し
た
テ
ニ
ア
ン
島
で

の
戦
闘
の
様
子
を
書
き
残
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
で
も
四
十
数

年
の
歳
月
は
記
憶
を
薄
く
し
判
断
の
つ
き
に
く
い
事
柄
も
あ
り

ま
す
。
日
時
、
人
名
な
ど
で
も
し
間
違
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
れ

ば
お
許
し
下
さ
い
。

一
、
出
征

昭
和
十
八
年
七
月
名
古
屋
で
編
成
さ
れ
た
誉
兵
団
第
四
十
三

師
団
一
三
五
連
隊
の
我
々
は
、
昭
和
十
九
年
五
月
八
日
深
夜
防

諜
の
た
め
靴
音
を
忍
ば
せ
る
よ
う
に
し
て
名
古
屋
城
天
守
閣
の

下
の
中
部
第
二
部
隊
の
兵
舎
を
後
に
、
名
古
屋
駅
よ
り
横
浜
港




